
１．指定概要

【総合評価】
２．評価結果
評価項目及び評価のポイント

【R6年度 指定管理者評価部会の意見】

①宿泊施設であり、勤務体制、勤務時間の労務管理が重要であるため、所管課も労務管理状況をしっかりと把握されたい。

②南海トラフ地震等の災害を想定し、危機管理体制、連絡体制、宿泊者対応などの怠りない準備を指導されたい。

③アンケート内容に居住地の項目を設け、大分市民並びに広域市町の利用状況を確認されたい。

④各施設のホームページ上でリンクがない状況となっているため、利用者数を増やすために担当課間による連携を行い、しっかり相互発信をされたい。

・テニス合宿等で市外・県外からの利用者が多い施設であるため、商工・農業分野と連携し、
大分市の産物等を売ることで集客するなど、より多くの利用者でにぎわう施設にすることを検
討してはどうか。

・入浴施設の手すりの設置、調理室内の環境整備、テニスコート利用者が気軽に食事ができる
ような動線についての工夫やシャワールームの設置について検討されたい。

・施設の予約方法が電話予約のみであるため、インターネット予約の導入を検討されたい。
支払い方法について、キャッシュレス決済の導入を検討し、市民サービスの向上や職員負担の
軽減を図ることが望ましい。

・施設所管課は、維持管理に係る各種点検について書面での確認だけでなく、現地で確認を行
うよう努めてほしい。

・指定管理者は、収支状況について予算と実績を対比し、自己評価を十分に行うとともに、予
約状況に応じた人員配置を継続してほしい。

・集客について
指定管理者とともに現状と今後のビジョンを確認しあいながら、集客に努めていきたい。
・入浴施設について
収支状況を確認しながら、施設の環境の向上につとめていきたい。
・施設の予約方法について
今後は電話以外の予約方法も検討していきたい。
・支払い方法について
収支状況をみながら、キャッシュレス決済の導入を検討していきたい。
・現地確認について
現在月に１回の頻度で現地へ行き、施設の維持管理状況を確認している。
・指定管理者について
引き続き、収支状況の把握をしっかりと行い、柔軟な人員配置を行えるよう努めていく。

【今後の対応】

テニス利用者が増えるよう、アンケート等により要望等を把握していきたい。山荘部分についても、引き続き広報活動を継続していき、リピーターの獲得や、新規利用者を
増やしていく。また、施設の経年劣化が進んでおり、市と指定管理者で連携しながら施設機能の低下が予測できる箇所を計画的に修繕改修していく必要がある。

主な意見等 市の対応状況

R5年度については、R4より全体の利用者数は減少したが、広報活動を積極的に実施したことで、山荘部分の利用者は伸びている。

【前年度の大分市行政評価・行政改革推進委員会における指定管理者制度導入施設に対する主な意見等】

④施設の管理運営（指定管理業務）に係る収支の内容に不適切な点はないか。

⑤管理物件の修繕や日常の事故防止などの安全対策が適切に実施されていたか。

⑥事故発生時や非常災害時において適切な対応が取れる体制を確保しているか。

【実績】
法令の遵守に配慮し、第三者委託や事業計画等の変更について市の承認を得て実施している。
個人情報保護のための対策は適切であり、市民の公平かつ平等な利用も確保されている。
収支の内容に不適切な点はない。
安全管理マニュアル、緊急時対応マニュアル等を整備・適宜更新し、運用している。
施設の修繕や事故防止などの安全対策について、所管課との連携を密にしながら適切な対応がとられている。
施設で新型コロナウイルス感染者が確認された場合の対応や連絡体制などのマニュアル作成を行い適切に運用している。

【所見】

③地域や関係団体等との連携や協働が図られたか。

【実績】
事業計画等に基づき適切な人員配置や勤務体制をとっている。なお、地元雇用率は90％を超えている。
従業者研修は、接遇研修や人権研修、安全管理の研修等に加え、感染症対策など、時事に応じて実施している。

（２）法令遵守、平等利用、安全対策、危機管理体制など

①関係法令（地方自治法、労働関係法令、通則条例、設置条例等）の遵守等に遺漏はないか。

②施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切に実施されているか。

③市民の公平かつ平等な利用が確保されているか。

①収入を増加させるための具体的な取組がなされ、その効果があったか。

【実績】
利用料金の推移は、R1：9,129千円、R2：7,638千円、R3：8,718千円、R4:8,589千円、R5:9,745千円となっており、新型コロナウイルス前の水準を超えることができた。
その他収入（食事、自主事業等）の推移は、R1：19,921千円、R2：5,423千円、R3：8,856（6,346）千円、R4：10,124千円、R5：16,548千円となっている。テレビやチラシなどの広告媒体を積
極的に用いたことが、山荘部分の利用者数増加につながった。

３　公の施設にふさわしい適正な管理運営に関する取組

（１）施設の管理運営の実施状況

①事業計画等に基づく適切な人員配置や勤務体制となっているか。

②従事者への教育・研修は、適切に行われているか。

（１）経費の低減等

①施設の管理運営において経費の縮減が図られているか。

②清掃、警備、設備の保守点検等の業務について再委託が行われた場合、それらが適切な水準で行われ、経費が最小限となるよう工夫がなされたか。

③経費の効果的・効率的な執行がなされたか。

【実績】
支出の推移は、R1：35,655千円、R2：20,406千円、R3：24,741千円、R4:25,935千円、R5:33,979千円となっている。R4と比較すると増大しているがこれは、山荘部分の利用者が増加したこと
による人件費及び委託料の増が主な要因であると考えられる。
収支の推移は、R1：△264千円、R2:△67千円、R3：315千円、R4：100千円、R5：△305千円となっている。収支は赤字となっているが、山荘利用者が増加する中でも光熱水費等は昨年度より削
減できており、経費削減に努めている。

（２）収入の増加

①利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られていると言えるか。

②サービスの質や量は向上しているか。

③利用者の苦情や要望、意見を把握し、その対応を行っているか。

④利用者への情報提供が十分になされたか。

【実績】
予約のしやすさ、開館日・時間、使いやすさ、料金、食事、職員の対応の6項目の満足度を調査した結果、全体に占める満足度がR4年度は89%（満足73.7%、やや満足15.5%）R5年度は78%（満足
68.2%、やや満足10.3%）となり、R4年度と比べて数値は減少したが、サンプル数については、R4年度の119件からR5年度は162件と増加し、利用者の要望等をより把握するよう努めたといえ
る。
利用者からの意見や要望についても適切に整理し、改善できる部分は早急に対応を行っている。

２　効率性の向上等に関する取組

（１）施設の設置目的の達成

①施設の特色を生かし、施設の効用を高めるための取組がなされているか。

②施設の設置目的に応じた効果的な広報など情報発信がなされているか。

③施設の利用者の増加や利便性を高めるための取組がなされ、その効果があったか。

【実績】
目標指数①テニスコート利用者数【市設定指標：21,500人　指定管理者目標：(R5)22,000人  (R4)21,550人】
                                実績（R5)24,699人  (R4)25,767人
目標指数②山荘部分利用者数【R8年度市設定指標：6,000人　指定管理者目標：(R5)6,500人　(R4)5,500人】
　　　　　　　　　　　　　  　  実績 (R5)5,775人　(R4)5,299人
　目標指数について、山荘部分に関しては市及び指定管理者設定の目標値に達しなかったが、前年度よりも476人増となった。これは、テレビや広報等の広報活動に力を入れた事が要因と考え
られる。また、テニスコートの利用者数はテニスコート改修の影響もあり、昨年度より1,068人減となった。今後とも、利用者からの意見や要望等の把握に努め、利用者の拡大につなげていき
たい。

（２）利用者の満足度
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１　施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組

▲ 2878 ▲ 100

利⽤者満⾜度（％）
満足 やや満足

配置職員数（人）
直営時⼜は導⼊1年目 令和5年度

68 10

                        10,258 7,480                          7,278                          7,480                          7,323                          7,380                          

管理運営経費の削減額（直営⽐較時）　（単位︓千円）

直営時

管理運営経費( b )

前指定期間

最終年度令和３年(c )
R2年度 R3年度 R4年度 R5年度(a)

直営時(初年度)⽐較
( a ) － ( b )

前指定期間比較
( a ) － ( c ）

18年度⽐

①－②

R4年度⽐

①－③

14,444 26,598 24,127 25,857 30,693 29,669 15,225 ▲ 1,024

 １８年度②
(直営時又は

制度導⼊1年目)

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度③ R5年度①

指定期間 　令和4年 4月 1日～令和 9年 3月31日　（ 5年間） 導入年度 　平成19年度

利⽤者数　（単位︓⼈）
R5年度

目標④
27,500

達成率

①／④
108%

指定管理業務の内容

①大分市宇曽山荘の使用許可に関する業務
②大分市宇曽山荘の使用に係る利用料金の徴収に関する業務
③大分市宇曽山荘の施設及び設備の維持管理に関する業務
④大分市宇曽山荘の利用促進及び市民の心身の活力の向上を図る業務
⑤その他大分市宇曽山荘の管理に関して市長等が必要と認める業務

料金体系

【研修室】1時間　440円（2分の1利用は220円）　【ホール】1時間　1,100円（2分の1利用は550円）
【のぎく・和室・洋室】1時間220円
【宿泊】1人一泊：一般　3,160円　高校生　2,440円　小中学生　1,730円
【テニスコート】1面1時間　440円（平日日中　220円）　照明施設：1面1時間　610円

利用料金制 導入済 選定方法 公募

指定管理者

名称 特定非営利活動法人七瀬の里Ｎクラブ

代表者名 理事長　森　慎一郎

所在地 大分市大字野津原397番地

令和６年度　指定管理者の管理運営に対する評価シート

所管課 文化振興課

評価対象期間 令和5年4月1日～令和6年3月31日

施設種別 レクリエーション・スポーツ施設

施設概要

名称 大分市宇曽山荘

所在地 大分市大字入蔵635番地の1

設置目的 豊かな自然環境を生かし、人や文化の交流の場を提供することにより、市民の心身の活力の向上に寄与するため

施設の建築年
（又は事業開始年）

平成2年度

所見評価用


